
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆  いろ                                                                                                              

☆                     コード１  :００７０     ファイル  :ｅ２         版：＊％                区分数    :０７        

☆                     表記      :色                                                                                  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

[慣用句等]

のような  

のように  

慣用表現  色をつける。

          色をなす。

          色を損ずる。

          色を正す。

          色を作る。

          色の白いは七難隠す。

          色は思案の外。

          色も香もある。

          色を替え品替える。

他合成語１ ［好色なさま］－目，－気，－盛り，－仕掛け，－抜き，－めく，－っぽい；－色，－濃く，－眼鏡，音－，旗－，

声－

他合成語２ 脚－（しょく），遜－（しょく）

備考      ＜関＞０１⊃０２。０２…＞０３。０１＝＞０４。０１…＞０５、０７。０２…＞０６。（外に現れているものとして

０２、０３、０５、０７。彩度に関して０４。色情に関して０６。０５は出来事に、０７は思考に対象を拡張。）

[区分  ０１／０７]

表記      色（いろ）

意味記述  （赤・青・黄など）物に当たって反射した光線が、その波長の違いによって視覚的に区別されて感じとられるもの。

意味素性１ ＧＲＡ

用例１    この口紅の色は濃すぎる。

意味素性２ ＦＯＲ

用例２    夕焼けの色が美しい。

意味素性３ ＰＨＥ

用例３    カーテンの色が日に日に褪せていく。

連体文例  赤、緑、青は色の三原色だ。

被連体例  表紙の色，服の色，絵の具の色，山吹の色。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  



述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０２／０７]

表記      色（いろ）

意味記述  人間の肌の「いろ０１」。

意味素性１ ＡＰＰ

用例１    彼女はとても色が白い。

連体文例  彼女は色の白さが他の人と全然違う。

被連体例  

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０３／０７]

表記      色（いろ）

意味記述  表情に現れる、その時々の気持ちや心の状態の反映。

意味素性１ ＡＰＰ

用例１    不安の色を隠せない。

連体文例  

被連体例  あせりの色，不安の色，警戒の色，反省の色，疲労の色，疲れの色。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  



述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０４／０７]

表記      色（いろ）

意味記述  はなやかな感じや趣。

意味素性１ ＡＢＳ

用例１    有名人の出席が結婚式に色を添えた。

連体文例  

被連体例  

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０５／０７]

表記      色（いろ）

意味記述  ［連体修飾部で表される］ある状況になることを感じさせる度合い。

意味素性１ ＧＲＡ

用例１    敗戦の色が濃い。

連体文例  

被連体例  敗戦の色，秋の色。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  



述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０６／０７]

表記      色（いろ）

意味記述  男女の間の情愛や性愛。

意味素性１ ＡＢＳ

用例１    彼は色に溺れて身を持ち崩した。

連体文例  彼は色の道にたけている。

被連体例  

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０７／０７]

表記      色（いろ）

意味記述  その集団独特の、考え方や行動の傾向。

意味素性１ ＧＲＡ

用例１    その集会はハト派の色が濃い。

意味素性２ ＡＢＳ

用例２    彼の演説はいたるところにタカ派の色が出ている。

連体文例  部署によって色の違いがみられる。

被連体例  ハト派の色，タカ派の色。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  



副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  いろ                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０１／０７        素性数    :３               

＊ 表記      :色（いろ）                                                                                              

＊ 意味記述  :（赤・青・黄など）物に当たって反射した光線が、その波長の違いによって視覚的に区別されて感じとられるもの。

＊ 意味素性１:ＧＲＡ      用例１    :この口紅の色は濃すぎる。                                                         

＊ 意味素性２:ＦＯＲ      用例２    :夕焼けの色が美しい。                                                             

＊ 意味素性３:ＰＨＥ      用例３    :カーテンの色が日に日に褪せていく。                                               

＊ 連体文例                         :赤、緑、青は色の三原色だ。                                                       

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／３]

素性      ＧＲＡ

関連｜同義

関連｜類義 色調，色合い

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    色（いろ／しょく）

[項の用法  １／３]

動詞｜ガ  │（花の／カーテンの／…）★│ガ│濃くなる，薄くなる，濃すぎる，薄すぎる。

動詞｜ヲ  ガ│（背景の／…）★│ヲ│濃くする，薄くする。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │（口紅の／…）★│ガ│濃い，薄い。

形容｜ニ  

形容｜他  



形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ２／３]

素性      ＦＯＲ

関連｜同義

関連｜類義 色合い，色彩，彩り（いろどり）

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ 形

助数詞    色

[項の用法  ２／３]

動詞｜ガ  │（カーテンの／ミカンの／もみじの／…）★│ガ│黒ずむ，赤くなる，黒くなる，良くなる，悪くなる。

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  ガ│血の／…★│ニ│染まる。

          ガ，ヲ│空の／…★│ニ│染める。

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │（口紅の／背景の／その／…）★│ガ│いい，良い，悪い，美しい，汚い，おかしい，明るい，暗い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  │（帽子の／その／…）★│ガ│赤だ，青だ，鮮やかだ，鮮明だ，派手だ，悪趣味だ。

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ３／３]

素性      ＰＨＥ

関連｜同義

関連｜類義 色彩

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    色（いろ／しょく）



[項の用法  ３／３]

動詞｜ガ  │（カーテンの／ミカンの／もみじの／…）★│ガ│褪せる，変わる，さめる，消える，くすむ。

          （その気体）ニ│★│ガ│ある，ない。

動詞｜ヲ  ガ，ニ│★│ヲ│つける。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

備考      「色をつける」は、《慣用表現》にも有り。

[連体用法]

NP0ノ     －の三原色，－の三属性，－の重さ，－の美しさ，－の良さ，－の明るさ，－の深さ，－の濃さ，－の深み，－の違

い，－の明暗，－の重ね塗り，－の表現，－のイメージ，－の識別，－の調和，－の変化，－の感じ方，－の状態。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  赤、緑、青は色の三原色だ。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜対象＞［ＣＯＮ｜ＴＩＭ｜…］信号の－，表紙の－，服の－，炎の－，花の－，この山吹の－，海の－，空の

－，この染料の－，絵の具の－，ディスプレイ画面上の－，夕暮れの－。｛季節｝秋の－，真夏の－。

          ＜具体化＞＞深紅の－，濃紺の－，藍の－，山吹の－，ベージュの－。

          ＜評価＞独特の－。

          ＜価値＞好みの－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     美しい－，目立つ－，同じ－，違う－，はっきりした－，いろいろな－，苦手な－，派手な－，明るい－，鮮やかな－，

地味な－，落ち着いた－，黄ばんだ－，濃い－，淡い－，青い－，赤い－。

被連体文例

[形態情報  １／３]

合成語要素 いろ

要素表記  色（いろ）

補足      

合成｜名前 －とりどり，－鮮やか，－分け，－水，－つき，－合い，－ガラス，－鉛筆，－温度，－刷（ず）り，－止（ど）め，

－紙（がみ），－小袖，－焼け，－染（ぞめ），－抜き，－物，－分解，－目



合成｜名後 御（お）－，焦げ－，透き－，焼け－，織り－，枯れ－，濡れ－，ミルク－，オリーブ－，クリーム－，茜－，飴－，

水－，空－，藍－，鼠－，草－，小豆（あずき）－，柿－，琥珀－，象牙－，灰－，やまぶき－，玉虫－，栗

－，狐－，紺－，桜－，臙脂（えんじ）－，朱－，真珠－，群青－，桃－，藤－，小麦－，橙－，赤－，青－，

黄－，緑－，紫－，金－，銀－，肌－，土－

合成｜形  

合成｜動  －付（づ）く，－付（づ）ける，－褪せる，－めく

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／３]

合成語要素 しき

要素表記  色（しき）

補足      ＃

合成｜名前 －彩，－盲，－紙，－覚，－感，－弱，－調

合成｜名後 彩－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ３／３]

合成語要素 しょく

要素表記  色（しょく）

補足      ＃

合成｜名前

合成｜名後 無－，有－，原－，主－，単－，同－，異－，補－，混－，配－，変－，発（はっ）－，染－，脱（だっ）－，

着－，暖－，温－，寒－，冷－，保護－，警戒－，威嚇－，標識－，天然－，婚姻－，反射－，中間－，進出

－，後退－，国防－，緑黄－，橙黄－，銀灰－，褐（かっ）－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  いろ                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０２／０７        素性数    :１               

＊ 表記      :色（いろ）                                                                                              

＊ 意味記述  :人間の肌の「いろ０１」。                                                                                

＊ 意味素性１:ＡＰＰ      用例１    :彼女はとても色が白い。                                                           

＊ 連体文例                         :彼女は色の白さが他の人と全然違う。                                               

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



[意味情報  １／１]

素性      ＡＰＰ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  ガ│★│ガ│黒い，白い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

備考      「彼女は肌の色がいい」は言えるが「彼女は色がいい」とは言えないため、〈ＦＯＲ〉にはしない。また、「色が黒い／白い」という

場合、色名ではなく、標準的な肌の色との濃淡の差を問題にしている。形容詞辞書では「色が黒い／白い」を慣用表現として

扱っている。

[連体用法]

NP0ノ     －の白さ，－の黒さ。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  彼女は色の白さが他の人と全然違う。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜部位＞皮膚の－，首回りの－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／１]



合成語要素 いろ

要素表記  色（いろ）

補足      

合成｜名前 －白（じろ），－黒（ぐろ），－艶

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  いろ                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０３／０７        素性数    :１               

＊ 表記      :色（いろ）                                                                                              

＊ 意味記述  :表情に現れる、その時々の気持ちや心の状態の反映。                                                        

＊ 意味素性１:ＡＰＰ      用例１    :不安の色を隠せない。                                                             

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＡＰＰ

関連｜同義

関連｜類義 表情

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  ニ│焦り／驚きの／…★│ガ│見える，うかがえる。

動詞｜ヲ  ガ│★│ヲ│失う。

          ガ│不安の／…★│ヲ│隠せない，浮かべる，示す，見せる。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  ガ│あせりの／…★│ガ│濃い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  



名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜部位＞顔の－，目の－。

          ＜具体化＞あせりの－，不安の－，警戒の－，反省の－，困惑の－，喜びの－，後悔の－，疲労の－，疲れの－，

失望の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／２]

合成語要素 いろ

要素表記  色（いろ）

補足      

合成｜名前

合成｜名後 顔－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／２]

合成語要素 しょく

要素表記  色（しょく）

補足      ＃

合成｜名前

合成｜名後 血（けっ）－，温－，愉－，喜－，慶－，死－，生－，難－，令－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  いろ                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０４／０７        素性数    :１               

＊ 表記      :色（いろ）                                                                                              

＊ 意味記述  :はなやかな感じや趣。                                                                                    

＊ 意味素性１:ＡＢＳ      用例１    :有名人の出席が結婚式に色を添えた。                                               

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＡＢＳ

関連｜同義

関連｜類義 彩り（いろどり）

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  ガ，ニ│★│ヲ│添える。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  

[連体被修飾用法１]

ノNP0     



ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／２]

合成語要素 いろ

要素表記  色（いろ）

補足      

合成｜名前 －無し，－香（か）

合成｜名後 薔薇－

合成｜形  

合成｜動  －めく，－付（づ）く

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／２]

合成語要素 しょく

要素表記  色（しょく）

補足      ＃

合成｜名前

合成｜名後 古－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  いろ                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０５／０７        素性数    :１               

＊ 表記      :色（いろ）                                                                                              

＊ 意味記述  :［連体修飾部で表される］ある状況になることを感じさせる度合い。                                          

＊ 意味素性１:ＧＲＡ      用例１    :敗戦の色が濃い。                                                                 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＧＲＡ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１



関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  │秋の／…★│ガ│深まる。

動詞｜ヲ  ガ│敗戦の／…★│ヲ│深める。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │敗戦の／…★│ガ│濃い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜具体化＞敗戦の－，秋の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／２]

合成語要素 いろ

要素表記  色（いろ）

補足      

合成｜名前

合成｜名後 勝ち－，負け－

合成｜形  

合成｜動  －めく



合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／２]

合成語要素 しょく

要素表記  色（しょく）

補足      ＃

合成｜名前

合成｜名後 行（こう）－，秋－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  いろ                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０６／０７        素性数    :１               

＊ 表記      :色（いろ）                                                                                              

＊ 意味記述  :男女の間の情愛や性愛。                                                                                  

＊ 意味素性１:ＡＢＳ      用例１    :彼は色に溺れて身を持ち崩した。                                                   

＊ 連体文例                         :彼は色の道にたけている。                                                         

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＡＢＳ

関連｜同義

関連｜類義 色事，色道

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  ガ│★│ヲ│好む，売る。

動詞｜ニ  ガ│★│ニ│通ずる，迷う，溺れる。

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  



形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の道。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  彼は色の道にたけている。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／３]

合成語要素 いろ

要素表記  色（いろ）

補足      

合成｜名前 －好（ごの）み，－事（ごと），－恋，－町／－街，－争い，－敵（がたき）

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  －付（づ）く

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／３]

合成語要素 しき

要素表記  色（しき）

補足      ＃

合成｜名前 －欲，－情，－魔

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  



合成｜他  

[形態情報  ３／３]

合成語要素 しょく

要素表記  色（しょく）

補足      ＃

合成｜名前

合成｜名後 漁－，好－，酒－，男－，売－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  いろ                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０７／０７        素性数    :２               

＊ 表記      :色（いろ）                                                                                              

＊ 意味記述  :その集団独特の、考え方や行動の傾向。                                                                    

＊ 意味素性１:ＧＲＡ      用例１    :その集会はハト派の色が濃い。                                                     

＊ 意味素性２:ＡＢＳ      用例２    :彼の演説はいたるところにタカ派の色が出ている。                                   

＊ 連体文例                         :部署によって色の違いがみられる。                                                 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／２]

素性      ＧＲＡ

関連｜同義

関連｜類義 カラー，色彩

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／２]

動詞｜ガ  デ│保守の／…★│ガ│強まる。

動詞｜ヲ  ガ│タカ派の／…★│ヲ│強める，薄める。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  ガ│ハト派の／…★│ガ│強い，濃い。



形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ２／２]

素性      ＡＢＳ

関連｜同義

関連｜類義 カラー，色彩

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  ２／２]

動詞｜ガ  ニ│保守の／…★│ガ│出る，にじむ，出ている。

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の違い。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  部署によって色の違いがみられる。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜具体化＞ハト派の－，タカ派の－，保守の－。

ノNP0補   



～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

被連体備考 「～の色」と言うよりは合成語の用法の方が多い。

[形態情報  １／２]

合成語要素 いろ

要素表記  色（いろ）

補足      

合成｜名前

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／２]

合成語要素 しょく

要素表記  色（しょく）

補足      ＃

合成｜名前

合成｜名後 一（いっ）－，異－，特－，政治－，政党－，国際－，時代－，地方－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  


